
Back to the future
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寶壺貴之

皆様、こんにちは。学校の英語学習は楽しくされてい

ますでしょうか。最近では小学校から英語教育が始まっ

ていますが、日本人の多くの方は、中学から数えても最

低３年間以上は英語を勉強したにも関わらず苦手意識を

持っています。その理由は、授業や日常生活の中で英語

を使用してコミュニケーションを行う機会が諸外国に比

べて圧倒的に少ないからです。

私が研究しているのは「楽しい」から始まる英語学習

です。具体的には、英語教育に映画の活用を目指す学会

で、先生方と映画英語学習の可能性と楽しさを追及して

います。学習意欲こそが英語力向上の原動力となり、そ

の動機付けのために映画を教材に取り入れた英語教育を

提唱しています。

映画で英語を学習する利点は、リアリティのある具体

的な場面と共に、英語表現が学べるので、状況に応じた

フレーズをどのような雰囲気で言えば良いかがスムーズ

に理解できることです。さらに、学習者の皆様が何度見

ても、楽しいと思われる映画を選定することも重要にな

ります。

例えば、皆様の中で知っていらっしゃる方も多いと

思いますが、高校生のマーティが、親友の科学者ドク

が発明したタイムマシンで1985年から1955年にタイム

スリップしてしまうマイケル・Ｊ・フォックス主演の

1985という作品があります。この

映画の中で “

”という台詞があります。

これは、 為せば成る何事も という意味ですが、ドク博

士が高校生のマーティに伝える人生にとって意味のある

教訓的な表現です。この映画の重要なフレーズで場面と

共に学習することができます。このように、学習者の皆

様にとって好きな映画を選んでいただき、興味を持った

場面と共に心に残った英語表現を楽しく学習していただ

ければ幸いです。

映画から楽しく英語表現を学ぶ


